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安全に係る標語・論文の入選作品について 

 

安全に係る標語・論文について、次のとおり入選作品を選定しましたのでお知らせ

します。 

 

１ 募集概要 

(1) 募集期間 令和４年６月２９日から令和４年８月１９日まで 

(2) 応募数等 (標語)２０１作品 

(論文)９作品 

 

２ 審査の概要と結果 

(1) 審査・選定方法 

(標語) 

（ｱ）事務局は、応募作品が応募方法を充たしているかを確認し、作者および所

属企業が特定されないよう応募作品をランダムに並び換えた一覧表を作成

し、審査委員に配布した。 

（ｲ）審査委員は、選考基準に基づき３１作品（１作品１点）を選考し、事務局

は、各委員の選考結果を集計した。 

（ｳ）得票数の多い順に「最優秀」、「優秀」、「入選」とし、得票数が同一の 

作品は、労務管理委員による最終選考で決定した。 

 

(論文) 

（ｱ）事務局は、応募作品が応募方法を充たしているかを確認し、作者および所

属企業が特定されないようにして審査委員に配布した。 

（ｲ）審査委員は、選考基準に基づき上位３作品（一位５点、二位３点、三位１

点）を選考し、事務局は、各委員の選考結果を集計した。 

（ｳ）得票数の多い順に「最優秀」、「優秀」、「入選」とし、得票数が同一の 

作品は、労務管理委員による最終選考で決定した。 

 



(2) 審査基準等 

(標語) 

標語の審査にあたって、次の点を考慮しながら評価を行う。 

（ｱ）テーマ性（労働安全衛生の視点をとらえ、募集テーマを表現しているか） 

（ｲ）表現性（内容がわりやすく、読み手が理解できるものであるか） 

（ｳ）独創性（簡明に表現し、ユニークで啓発資材に使用できるものであるか） 

(論文) 

論文の審査にあたって、次の点を考慮しながら評価を行う。 

（ｱ）問題意識が明確で、課題設定が適切であるか。 

（ｲ）事実調査・文献資料などの探索が十分にできているか。 

（ｳ）調査分析の内容の記述や展開が説得的であるか。 

（ｴ）内容にオリジナリティがあるか。 

（ｵ）論文としての体裁が整っているか。 

 

３ 入選作品 

別紙のとおり 

 

４ 審査委員 

１８名（労務管理委員１６名、外部有識者２名） 


